
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口 面積

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

福岡市・那珂川市・久山町地域循環型社会形成推進地域計画

地域の要件がその他の場合
は具体的に記載

ー

構成市町村等（作成者）名

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※

ー

5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

令和7年11月21日

ー

福岡市、那珂川市、久山町

455.86（福岡市343.47、那珂川市74.95、久山町37.44）

1,715,604

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

開始年月日

終了年月日

ー

ー

令和8年4月1日

令和13年3月31日
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定
の場合

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済
の場合

福岡県では、市町村及び一部事務組合と協力して、持続可能かつ適正な廃棄物処理体制を確保していく
ため、広域化・集約化に関する基本方針を示すとともに、令和4年4月に「福岡県ごみ処理の広域化及び
ごみ処理施設の集約化計画」を策定している。
その中で本計画における地域は、「福岡エリア」の一部に位置づけられており、エリア内の市町村等で
検討（エリア会議の開催）を実施した後、広域化・集約化を図る関係市町村等間での検討・調整（広域
化推進会議の開催）を進めることとされている。

福岡県ごみ処理の広域化及びごみ処理施設の集約化計画

那珂川市、久山町

福岡市（西区の一部を除く）

令和8年度

②環境省の認定（プラ法33条のルート）
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた
検討状況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）

福岡市（福岡市災害廃棄物処理計画）
那珂川市（那珂川市災害廃棄物処理計画）
久山町（久山町災害廃棄物処理計画）

①構成市全てで策定済

①全ての構成市町村で導入済有料化導入状況
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和6年度 令和13年度 現状比

1,715,604 1,742,733 1.6%

227,493 224,187 -1.5%

291,079 304,742 4.7%

417 380 -8.9%

　その他排出量（トン） 16,312 14,410 -11.7%

　⑤総排出量（トン） 534,884 543,339 1.6%

854 852 -0.2%

　再生利用量 69,752 107,125 53.6%

13% 20%

　最終処分量 76,688 74,194 -3.3%

14% 14%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 254,848 254,848

　年間の熱利用量（GJ） 34,513 34,513

特記事項

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋その他排出量の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量
〔単位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：
ｇ/人日〕

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり
目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

その他排出量には自家処理及び集団回収量を含む。

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

全ての構成市町村で、人口増加を予測しているため、②生活系ごみ排出量も増加している。
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和6年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

534,884 t
リサイクル率

13.0%

処理残さ量

85,976 t
排出量 計画処理 16.6%

518,572 t
100.0% 減量化量

388,437 t
自家処理量 74.9% 最終処分量

76,688 t
14.8%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和13年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

543,339 t
リサイクル率

19.7%

処理残さ量

117,205 t
排出量 計画処理 22.2%

528,929 t
100.0% 減量化量

362,026 t
自家処理量 68.4% 最終処分量

4 t 74,194 t
14.0%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

107,125 t

6,009 t

1.3%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

49,830 t42,889 t

38,147 t

16,308 t 69,752 t

518,576 t
474,413 t 70,679 t

14,406 t

4 t

直接資源化量

528,933 t
67,375 t

9.4%

12.7%

8.1%

90.6%
479,221 t

6,819 t

1.2%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

15,297 t
2.9%

91.5%

7.4%

13.6%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量
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（３）各構成市町村の一般廃棄物の処理の現状と目標

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

218,687 215,855 -1.3%

280,515 293,483 4.6%

15,849 13,384 -15.6%

515,051 522,722 1.5%

67,715 103,551 52.9%

13% 20%

74,290 71,516 -3.7%

14% 14%

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

6,067 5,393 -11.1%

8,971 9,464 5.5%

447 1,018 127.7%

15,485 15,875 2.5%

1,975 3,516 78.0%

13% 22%

1,711 1,930 12.8%

11% 12%

現状

令和6年度 令和13年度 現状比

2,739 2,939 7.3%

1,593 1,795 12.7%

16 8 -50.0%

4,348 4,742 9.1%

62 58 -6.5%

1% 1%

687 748 8.9%

16% 16%

目標

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

福岡市

那珂川市

　総排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　事業系ごみ排出量（トン）

　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　排出量

　再生利用量

　最終処分量

目標

　排出量

　事業系ごみ排出量（トン）

　生活系ごみ排出量（トン）

　その他排出量（トン）

　総排出量（トン）

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

久山町

　再生利用量
　総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　最終処分量
　埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

福岡市は可燃ごみ、不燃ごみ及び古紙の３分別、那珂川市は可燃ごみ、不燃ごみ及び再資源
化物（びん・かん類、ペットボトル類及び紙類）の３分別、久山町は可燃ごみ及び不燃ごみ
の２分別としている。今後は、一定規模以上の排出事業者に対し条例で義務づけている「事
業系一般廃棄物の減量及び再利用に関する計画書」による、ごみ減量、資源化率の向上を指
導強化していく。
それ以外の小規模事業者についても、自治体職員や事業所ごみ減量指導員等による、ごみ減
量や分別指導を行い、事業所全体でのごみの資源化を促進する。

可燃ごみ処理については、エネルギー回収型廃棄物処理施設及び最終処分場の整備事業を継
続する。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

分別区分及び処理方法については、表２のとおりである。
可燃ごみについては、福岡市は西部、東部、臨海の３つの焼却施設で焼却処理し、西部、東
部の２つの最終処分場で最終処分を行っていることに加え、那珂川市他３市と福岡都市圏南
部環境事業組合を設立し、2016年４月から焼却施設及び最終処分場の供用を開始している。
不燃ごみ・粗大ごみについては、福岡市は東部資源化センターで破砕・選別し、びん・ペッ
トボトルは民間の選別処理施設で選別・リサイクルしている。那珂川市では、不燃ごみ、粗
大ごみ、資源ごみについて、エコピア・なかがわで選別・リサイクルしており、選別後に発
生する不燃残渣のうち埋立されるものは最終処分を福岡市に委託している。
久山町については、可燃ごみ及び不燃ごみの中間処理と最終処分を福岡市に委託している。
また、福岡市では2027年2月からプラスチックの分別収集を行う予定としており、回収対象を
容器包装プラスチック及びプラスチック使用製品廃棄物としている。那珂川市においては、
現在行っている紙製・プラスチック製容器包装の資源化を向上させていく。久山町において
は、分別収集計画によりごみ減量化及び容器包装の資源化を向上させていく。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

産業廃棄物については、福岡市内の中小事業者から排出される汚泥、廃プラスチック等８品
目については、併せ処理を行っているが、今後は民間施設の整備状況等を考慮し、品目及び
搬入量の見直しを検討していく。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 

8



表２　福岡市・那珂川市・久山町地域各市町村の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

可燃ごみ 焼却（熱回収）ほか

東部工場
臨海工場
西部工場
福岡都市圏南部工場

可燃ごみ
（一次処理）
焼却（熱回収）

（二次処理）
埋立

東部工場
臨海工場
西部工場
福岡都市圏南部工
場

【焼却灰】
東部最終処分場
西部最終処分場

不燃ごみ 不燃ごみ

粗大ごみ 粗大ごみ

古紙類
牛乳パック
集団回収等

（資源回収業者へ引渡し）
古紙類
牛乳パック
集団回収等

（資源回収業者へ
引渡し）

びん・ペット
ボトル

選別（委託） 民間処理施設
びん・ペット
ボトル

選別（委託）
リサイクル（指定法人
へ委託）

民間処理施設 民間処理施設

剪定枝 リサイクル 民間処理施設 剪定枝 リサイクル 民間処理施設

廃トレイ
（拠点回収後、指定法人へ引
渡）

廃トレイ
（拠点回収後、指
定法人へ引渡し）

蛍光管・乾電
池・体温計
等・小型充電
式電池・小型
家電・廃食用
油、古着

（拠点回収後、リサイクル業
者に引渡し）

蛍光管・乾電
池・体温計
等・小型充電
式電池・小型
電子機器・廃
食用油、古着

（拠点回収後、リ
サイクル業者に引
渡し）

プラスチック
資源

（一次処理）
圧縮梱包（委託）

（二次処理）
リサイクル（委託）

民間処理施設 民間処理施設

分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

可燃ごみ 焼却（熱回収） 福岡都市圏南部工場 可燃ごみ
（一次処理）
焼却（熱回収）

（二次処理）
埋立

福岡都市圏南部工
場

【焼却灰】
グリーンヒルまど
か

不燃ごみ 不燃ごみ

粗大ごみ 粗大ごみ

古紙類、紙
パック
（集団回収）

（資源回収業者へ引渡し）
古紙類、紙
パック、古布
（集団回収）

（資源回収業者へ
引渡し）

かん・びん かん・びん

ペットボトル ペットボトル

プラスチック
製容器包装

プラスチック
製容器包装

その他紙類、
白色トレイ、
紙パック

その他紙類、
白色トレイ、
紙パック

蛍光管、乾電
池

蛍光管、乾電
池

古紙、古布 古紙、古布

剪定枝 リサイクル（委託） 民間処理施設 剪定枝
リサイクル（委
託）

民間処理施設

小型充電式電
池・小型電子
機器

（拠点回収後、リサイクル業
者に引渡し）

小型充電式電
池・小型電子
機器

（拠点回収後、リ
サイクル業者に引
渡し）

エコピア・なかが
わ

民間処理施設選別ほか エコピア・なかがわ
（一次処理）
選別

（二次処理）
リサイクル（指定法人
又は指定法人へ委託）

選別ほか エコピア・なかがわ

今　　　後（2030年度）

那珂川市
分別区分 処理方法

処理施設等

【可燃残渣】
福岡都市圏南部工
場
【不燃残渣】
東部最終処分場
西部最終処分場
【要破砕】
東部資源化セン
ター

現　　　状（2024年度）

（一次処理）
選別

エコピア・なかが
わ

（二次処理）
【可燃残渣】
焼却
【不燃残渣】
埋立
【要破砕】
破砕
【資源物】
（リサイクル業者へ引
渡し）

現　　　状（2024年度）

破砕選別ほか 東部資源化センター

今　　　後（2030年度）

福岡市
分別区分 処理方法

処理施設等

【可燃残渣】
東部工場
臨海工場
西部工場
福岡都市圏南部工
場
【不燃残渣】
東部最終処分場
西部最終処分場

（一次処理）
破砕選別

（二次処理）
【可燃残渣】
焼却
【不燃残渣】
埋立
【資源物】
（リサイクル業者へ引
渡し）

東部資源化セン
ター
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分別区分 処理方法 処理施設等 一次処理 二次処理

可燃ごみ 焼却（熱回収）
東部工場
臨海工場
西部工場

可燃ごみ
（一次処理）
焼却（熱回収）

（二次処理）
埋立

東部工場
臨海工場
西部工場

（焼却灰）
東部最終処分場
西部最終処分場

不燃ごみ 不燃ごみ

粗大ごみ 粗大ごみ

古紙類
集団回収等

（資源回収業者へ引渡）
古紙類
集団回収等

（資源回収業者へ
引渡）

ペットボトル ペットボトル

びん（無色透
明・茶色）

びん（無色透
明・茶色）

その他のび
ん、缶、蛍光
管、乾電池

破砕選別ほか 東部資源化センター
その他のび
ん、缶、蛍光
管、乾電池

破砕選別
（リサイクル業者へ引
渡し）

東部資源化セン
ター

段ボール リサイクル（委託） 民間処理施設 段ボール
リサイクル（委
託）

民間処理施設

小型充電式電
池・小型電子
機器

（拠点回収後、リ
サイクル業者に引
渡し）

（二次処理）
【可燃残渣】
焼却
【不燃残渣】
埋立
【資源物】
（リサイクル業者へ引
渡し）

リサイクル（委託）

破砕分別ほか

今　　　後（2030年度）

久山町
分別区分 処理方法

処理施設等

（一次処理）
破砕選別

東部資源化センター

現　　　状（2024年度）

リサイクル（委
託）

民間処理施設民間処理施設

東部資源化セン
ター

【可燃残渣】
東部工場
臨海工場
西部工場
福岡都市圏南部工
場
【不燃残渣】
東部最終処分場
西部最終処分場
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表３－Ｃ　エネルギー回収等のための整備事業

事業番号 1

施設名称 （仮称）新西部工場

事業主体 福岡市

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

既存施設の老朽化に
伴う更新（新設）

施設種別
ごみ焼却施設（エネ
ルギー回収あり）

型式及び処理方式 ストーカ式

処理能力（単位） 690t/日

事業期間 R7～R13

竣工（事業完了）予定年月 R14.3

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

福岡市西区拾六町

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0ｍ

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

プラ要件化の経過措置 ○

エネルギー回収率
※発電・熱回収がある

場合

未定※事業者選定中
(24%以上)

余熱利用の計画
電力場内利用、電力
外部供給及び託送、
場内利用(給湯等)

外部供給における利活
用の概要

外部施設への電源供
給

CO2削減率
※改良事業の場合

－

燃料の利用計画
※ごみ燃料化施設を整

備する場合
－

バイオガス熱利用率
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

バイオガスの利用計画
※バイオガス化施設を

整備する場合
－
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事業番号 1

施設名称 （仮称）新西部工場

計画１人１日平均排出
量（g）

660g

計画収集人口（人） 669,791人

計画直接搬入量
（t/日）

39.60t

計画年間日平均処理量
（t/日）

482t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

通知に基づく施設規模
（計画１人１日平均排出量×計画収集人口

＋計画直接搬入量）÷実稼働率

606t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

災害廃棄物処理計画へ
の受入の記載有無

○

災害廃棄物処理量
（見込み％）

10%

災害廃棄物処理量を見込
んだ通知に基づく施設規

模
667t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

適切な施設規模よりも大
きいまたは小さい施設規

模で整備する場合

④その他（備考に
記載）

要綱第５の２による交付
をうける予定の場合は、
施設減少数と構成市町村

増加数の合計
（下記にその詳細を記

載）

本施設整備にあたり
廃止する施設
(対象市町村)

広域化・集約化後
の構成市町村数
（対象市町村）

備考

令和10年度以前の
着工のため、通知
に基づく整備規模
算定の対象外

エネルギー回収のありなしに関わらず、焼却施設を環境省所管の交付金等を活用し、整備する場合は下記を記載
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表３－Ｆ　適正な最終処分のための整備事業

事業番号 2 3

施設名称 東部埋立場 西部埋立場

事業主体 福岡市 福岡市

工種 新設工事 新設工事

事業目的
（新設等の理由）

埋立の進捗状況に合
わせた整備事業

埋立の進捗状況に合
わせた整備事業

埋立て場所 山面 山面

型式及び処理方式
生物処理＋物理化学

処理
生物処理＋物理化学

処理

処分場総面積 644000㎡ 380000㎡

処分場埋立面積 225000㎡ 151000㎡

処分場埋立容積 3400000㎥ 2542000㎥

事業期間 S57～R14 H2～R17

竣工（事業完了）予定年月 R15年3月 R18年3月

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

糟屋郡久山町大字山
田

福岡市西区今津

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

0ｍ 0ｍ

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○ ○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－ －

プラ要件化の経過措置 ○ ○

埋立期間 45年間 40年間

埋立開始（予定）年月 S63年4月 H8年4月

埋立終了（予定）年月 R15年3月 R18年3月

跡地利用計画 未定 未定

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別 焼却施設 焼却施設 焼却施設 焼却施設 焼却施設
不燃性ごみ破砕選

別施設
不燃性ごみ選別施

設
保管施設 保管施設 し尿処理施設 最終処分場 最終処分場 最終処分場

施設名 西部工場 臨海工場 東部工場
福岡都市圏南部工

場
玄界島焼却場

東部資源化セン
ター

エコピア・なかが
わ

空きびん・ペットボ
トル中継保管施設

廃家電及び廃白色
トレイ保管施設

中部汚泥再生処理
センター

東部（伏谷）埋立
場

西部（中田）埋立
場

福岡都市圏南部最
終処分場

施設所有主体 福岡市 福岡市
㈱福岡クリーンエ

ナジー
福岡都市圏南部環

境事業組合
福岡市 福岡市 那珂川市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市 福岡市

福岡都市圏南部環
境事業組合

型式及び処理方式 ストーカ式 ストーカ式 ストーカ式 ストーカ式
機械化バッチ焼却式

（ストーカ炉）
横型回転式破砕機 手選別処理方式 保管 保管 固液分離処理方式

処理能力（単位） 750t/日 900t/日 900t/日 510t/日 1t/8h 175t/日 16t/日 341m3 365m3
65kL/日（固液分離
設備：91ｋL/日）

1,600m3/日 365m3 16t/日

エネルギー回収の有無 有 有 有 有 無 － － － － － － － －

竣工年月 H4.3 H13.3 H17.7 H28.4 H26.5 S61.5 H17.10 H12.3 H21.3 H27.10 H17.10 H21.3 H17.10

廃止又は休止（予定）年月 R13年度頃 R10年度頃廃止予定

施設所在地 福岡市西区拾六町 福岡市東区箱崎ふ頭 福岡市東区蒲田 春日市大字下白水
福岡市西区大字玄界

島タテバサキ
福岡市東区蒲田 那珂川市安徳 福岡市東区蒲田 福岡市東区蒲田 福岡市中央区那の津 那珂川市安徳 福岡市東区蒲田 那珂川市安徳

想定される浸水深 0ｍ 3.0m未満 0ｍ 0ｍ 0ｍ 0ｍ 0ｍ 0ｍ 0ｍ 3.0ｍ未満 0ｍ 0ｍ 0ｍ

浸水対策
BCPに基づき、浸水
が想定される場合
に止水板を設置

BCPに基づき、浸水
が想定される場合
に止水板を設置

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

関連性・連続性の
解体

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

R14年度頃

完了（予定）年月
R16年度頃

解体に関連する新設事業番号
※表３の事業番号

1

備考
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４　循環型社会形成推進のための現状と目標（生活排水の処理）

（１）生活排水の処理に関する現状と目標（全域）

現状　: 令和6年度 目標　: 令和13年度

人口 構成比 人口 構成比

1,661,997 99.6% 1,735,771 99.7%

2,981 0.2% 2,576 0.1%

1,016 0.1% 1,134 0.1%

1,665,994 99.9% 1,739,481 100.0%

573 0.0% 145 0.0%

1,350 0.1% 710 0.0%

1,923 0.1% 855 0.0%

1,667,917 100.0% 1,740,336 100.0%

9,565 8,764

8,748 7,859

18,313 16,623

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

生活排水の処理については、表６に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとす
る。

表６　生活排水処理に関する現状と目標

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽（人）

合計（キロリットル）
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（２）各構成市町村の生活排水処理に関する現状と目標

人口 構成比 人口 構成比

1,604,830 99.7% 1,675,443 99.8%

2,981 0.2% 2,576 0.2%

306 0.0% 491 0.0%

1,608,117 99.9% 1,678,510 100.0%

415 0.0% 127 0.0%

518 0.0% 163 0.0%

933 0.1% 290 0.0%

1,609,050 100.0% 1,678,800 100.0%

7,632 7,700

6,758 6,600

14,390 14,300

人口 構成比 人口 構成比

48,299 97.6% 50,849 98.4%

0 0.0% 0 0.0%

636 1.3% 564 1.1%

48,935 98.9% 51,413 99.4%

42 0.1% 13 0.0%

520 1.1% 273 0.5%

562 1.1% 286 0.6%

49,497 100.0% 51,699 100.0%

1,076 516

865 821

1,941 1,337

人口 構成比 人口 構成比

8,868 94.6% 9,479 96.4%

0 0.0% 0 0.0%

74 0.8% 79 0.8%

8,942 95.4% 9,558 97.2%

116 1.2% 5 0.1%

312 3.3% 274 2.8%

428 4.6% 279 2.8%

9,370 100.0% 9,837 100.0%

857 548

1,125 438

1,982 986

実績 目標

令和6年度 令和13年度

令和6年度

令和13年度

目標

実績

実績

目標

令和6年度

令和13年度

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

福岡市

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

合計（キロリットル）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計（キロリットル）

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

那珂川市

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

久山町

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽等（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

処
理
形
態
別
人
口

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

合計（キロリットル）
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（１）処理体制

（２）合併処理浄化槽の整備

５　目標達成に向けた施策（生活排水の処理）

　　ア 生活排水処理の現状と今後

生活排水の処理については、引き続き、公共下水道認可区域や農業及び漁業集落排水
処理認可区域以外で浄化槽の整備を進めていくとともに、福岡市においては2013年度
より公共下水道事業計画区域外等での浄化槽整備に対する助成制度を創設した。
また、現状、福岡市及び福岡市へ委託している久山町にあっては、中部汚泥再生処理
センターにて処理を行っているが、2028年度頃から東部水処理センターにて下水道投
入を予定している。那珂川市にあっては、2014年度から那珂川市浄化センターにて下
水道投入を行っており、今後も現状の処理体制を維持していく。

公共下水道及び農業集落排水処理認可区域外においては、生活環境の保全及び公衆衛
生の向上を図ることを目的とした浄化槽の整備を行う。
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表７　浄化槽事業等のための整備事業※ 計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付

事業番号 4

事業主体 福岡市

事業名称
浄化槽設置整備事

業

現有設備の内容

直近の整備済み基数
（基）

（令和５年度）
1基

処理人口（人） 306人

整備計画

整備計画基数（基） 20基

整備計画人口（人） 80人

事業期間 R8～R12

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

福岡市地域強靭化計
画

備考
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

一定規模の事業所（福岡市1,000㎡超、那珂川市1,000㎡以上）に対し、条例により、
廃棄物管理責任者の設置や減量及び再利用に関する計画書の作成提出を義務づけると
ともに、紙使用量抑制、古紙等の資源物回収、再生品使用等の推進を図るよう指導を
充実・強化している。

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

ごみとしての排出を可能な限り少なくすることを目的に、発生抑制及びリサイクル促
進を図るための取組要請を市民や事業者に対して行っている。具体的な例として、市
民に対しては、食品ロスの削減、リフューズの推進、マイバッグ・マイボトルの利用
推進、資源物の分別排出の徹底を図るため、環境学習、普及啓発冊子、ホームページ
などで啓発を行っている。また、事業者に対しては、新聞販売店による古新聞の回
収、スーパーマーケット等によるトレイや牛乳パックの店頭回収への協力要請等を
行っている。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

生活ごみとして排出されるプラスチック資源（製品プラスチックを含む）の分別収集
体制の検討を行います。なお、福岡市では2027年2月からプラスチックの分別収集を行
う予定としている。また、マイボトル・マイバッグ等の普及推進及びイベント等での
ワンウェイプラスチックの削減を推進し、プラスチックの発生抑制を促す。

生活ごみの有料化については、久山町では1965年から、那珂川市では1976年から、福
岡市では2005年10月から実施し現在に至っている。２市１町全てにおいて、有料化実
施後から現在まで一定の発生抑制の効果が見られる。今後も、生活ごみの有料化によ
り発生抑制、排出量に応じた負担の公平性を図っていくとともにごみを減量すること
で環境負荷が軽減するよう取り組んでいく。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

福岡市、那珂川市及び久山町では、収集運搬や処理施設での発火事故の未然防止及び
希少金属類のリサイクルを図るため、小型充電式電池（リチウムイオン電池を含む）
及び小型電子機器を公共施設で拠点回収を行っており、適正排出の周知啓発などの取
り組みを進める。
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2019年に策定した福岡市災害廃棄物処理計画、2021年に策定した那珂川市災害廃棄物
処理計画、2024年に策定した久山町災害廃棄物処理計画に基づき迅速な対応を実施す
る。

　　キ　生活排水対策

2024年度において、公共下水道の整備状況は約99.6％となっている。今後も、公共下
水道や合併処理浄化槽の普及を推進するとともに、水環境の回復、保全に関する広
報・啓発活動、環境教育を積極的に行っていく。

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

毎年、計画の進捗状況を把握し、必要に応じて、国及び福岡県と意見交換をしつつ、
計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果を取りまとめた時点で、速やか
に、計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。
また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものと
する。
なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すも
のとする。
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総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

66,000,000 26,634,960 42,863,700 19,460,485 0 663,798 3,279,062 5,857,143 9,660,482

1 福岡市 690 t/日 R7 R13 R9 R13 66,000,000 26,634,960 42,863,700 19,460,485 0 663,798 3,279,062 5,857,143 9,660,482

0

0

28,758,376 1,423,226 17,043,373 1,423,226 530,728 464,150 192,638 117,855 117,855

2 福岡市 3,400 千m3 S57 R14 S57 R14 17,776,860 579,847 11,037,627 579,847 116,284 109,998 117,855 117,855 117,855

3 福岡市 2,542 千m3 H2 R17 H2 R17 10,981,516 843,379 6,005,746 843,379 414,444 354,152 74,783 0 0

28,184 6,640 1,328 1,328 1,328 1,328 1,328

4 福岡市 R8 R12 R8 R12 28,184 6,640 1,328 1,328 1,328 1,328 1,328

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

20 基 28,184 6,640 1,328 1,328 1,328 1,328 1,328

既設の浄化槽改築事業 基 0

浄化槽災害復旧事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0 0 0 0 0 0 0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

94,758,376 28,086,370 59,907,073 20,890,351 532,056 1,129,276 3,473,028 5,976,326 9,779,665

交付金交付
期間 交付対象事業費（千円）

備　　考

施　設　名　称　等

事　業　種　別
事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間

合     　　計

内
訳

適正な最終処分のための整備事業

西部埋立場

浄化槽事業等のための整備事業

浄化槽設置整備事業

内
訳

公共浄化槽等整備推進事業

エネルギー回収等のための整備事業

東部埋立場

（仮称）新西部工場

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）
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目標

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

①総人口（人） 1,679,055 1,690,790 1,701,651 1,715,604 1,717,113 1,721,863 1,726,308 1,730,439 1,734,681 1,738,708 1,742,733

②事業系ごみ排出量
（トン）

177,714 218,512 220,562 227,493 217,517 216,950 218,910 219,652 220,896 222,083 224,187

③生活系ごみ排出量
（トン）

317,621 308,462 299,928 291,079 309,904 308,372 307,644 305,139 303,517 303,995 304,742

④1人1日当たりの
ごみ排出量
（ｇ/人日）

462 446 426 417 444 398 393 387 382 380 380

その他排出量
（トン）

21,550 19,307 18,026 16,312 16,929 16,442 16,023 15,661 15,358 15,108 14,410

⑤総排出量
（トン）

516,885 546,281 538,516 534,884 544,350 541,764 542,577 540,452 539,771 541,186 543,339

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

843 885 865 854 869 862 859 856 853 853 852

⑦総資源化量
（トン）

38,859 67,284 65,805 69,752 68,600 96,968 99,692 102,139 104,803 107,512 107,125

⑧埋立最終処分量
（トン）

78,987 81,789 77,359 76,688 78,607 74,722 74,592 74,060 73,740 73,698 74,194

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

34,705 33,355 34,714 30,169 31,530 58,371 59,524 60,512 61,670 62,877 62,305

年間日数
（日）

365 365 366 365 365 365 366 365 365 365 366

指標・単位

過去の状況・現状 予測

一般廃棄物の処理の実績と予測



21,550 19,307 18,026 16,312 16,929 16,442 16,023 15,661 15,358 15,108 14,410 

317,621 308,462 299,928 291,079 309,904 308,372 307,644 305,139 303,517 303,995 304,742 

177,714 218,512 220,562 227,493 217,517 216,950 218,910 219,652 220,896 222,083 224,187 

516,885 
546,281 538,516 534,884 544,350 541,764 542,577 540,452 539,771 541,186 543,339 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量

（トン）

38,859 

67,284 65,805 69,752 68,600 

96,968 99,692 102,139 104,803 107,512 107,125 

78,987 81,789 
77,359 76,688 78,607 74,722 74,592 74,060 73,740 73,698 74,194 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 総資源化量と埋立て最終処分量の推移

⑦総資源化量

（トン）

⑧埋立最終処分量

（トン）



1,679,055 

1,690,790 

1,701,651 

1,715,604 1,717,113 
1,721,863 

1,726,308 
1,730,439 

1,734,681 1,738,708 1,742,733 

1,640,000

1,660,000

1,680,000

1,700,000

1,720,000

1,740,000

1,760,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

462 446 426 417 444 
398 393 387 382 380 380 

843 
885 865 854 869 862 859 856 853 853 852 

0

100
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900

1,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

④1人1日当たりの

ごみ排出量

（ｇ/人日）

⑥1人1日当たりの

排出量

（ｇ/人日）



目標

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

総人口（人） 1,628,159 1,646,117 1,650,712 1,667,917 1,716,818 1,720,768 1,724,712 1,728,651 1,732,584 1,736,511 1,740,336

1,621,599 1,639,768 1,644,640 1,661,997 1,710,877 1,715,063 1,719,239 1,723,407 1,727,567 1,731,721 1,735,771

99.6% 99.6% 99.6% 99.6% 99.7% 99.7% 99.7% 99.7% 99.7% 99.7% 99.7%

3,226 3,145 3,067 2,981 2,930 2,871 2,812 2,753 2,694 2,635 2,576

0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.1%

1,013 1,064 1,015 1,016 1,154 1,150 1,146 1,144 1,141 1,137 1,134

0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1%

未処理人口（人） 2,321 2,140 1,990 1,923 1,857 1,684 1,515 1,347 1,182 1,018 855

集落排水施設等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

合併処理浄化槽等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

汚水衛生未処理人口

公共下水道（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

生活排水の処理の実績と予測

　指標・単位

過去の状況・現状 予測

2,321 2,140 1,990 1,923 1,857 1,684 1,515 1,347 1,182 1,018 8551,013 1,064 1,015 1,016 1,154 1,150 1,146 1,144 1,141 1,137 1,1343,226 3,145 3,067 2,981 2,930 2,871 2,812 2,753 2,694 2,635 2,576

1,621,599 1,639,768 1,644,640 1,661,997 1,710,877 1,715,063 1,719,239 1,723,407 1,727,567 1,731,721 1,735,771

1,628,159 1,646,117 1,650,712 1,667,917 1,716,818 1,720,768 1,724,712 1,728,651 1,732,584 1,736,511 1,740,336
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過去の状況・現状 予測 目標

（人） 生活排水処理人口の推移

公共下水道（人）

集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

未処理人口（人）



対象地域

18076
長方形



番号 施設名称 施設種別 型式及び処理方法 処理能力 備考
① 西部工場 熱回収施設 ストーカ式 750 t/日
② 臨海工場 熱回収施設 ストーカ式 900 t/日
③ 東部工場 熱回収施設 ストーカ式 900 t/日
④ 福岡都市圏南部工場 熱回収施設 ストーカ式 510 t/日
⑤ 玄界島焼却場 焼却施設 機械化バッチ焼却式（ストーカー炉） 1 t/8h
⑥ 東部資源化センター リサイクルセンター 横型回転式破砕機 100 t/日
⑦ エコピア・なかがわ リサイクルセンター 手選別処理方式 16ﾄﾝ/日
⑧ びん・ペットボトル中継保管施設 ストックヤード 保管 341㎥
⑨ 廃家電及び白色トレイ保管施設 ストックヤード 保管 365㎥
⑩ 中部汚泥再生処理センター し尿処理施設 固液分離処理方式 65kL/日
⑪ 東部埋立場 最終処分場 管理型埋立場 3,400千㎥
⑫ 西部埋立場 最終処分場 管理型埋立場 2,542千㎥
⑬ 福岡都市圏南部最終処分場 最終処分場 管理型埋立場 520千㎥
⑭ （仮称）新西部工場 熱回収施設 ストーカ式 690 t/日

那珂川市

①

②
③⑥

⑪

⑧⑨

⑤

④

⑦

⑫

⑭

⑬

⑩

計画地域内の施設の状況（現況、予定）



浄化槽整備区域図

18076
長方形

18076
長方形



わ が 家 の 避 難 所

凡例

避難所・避難場所

避難所（高潮時使用可） 避難場所（高潮時使用可）

小学校通学区域 避難所までの経路
（マップに書き込みましょう）

高潮浸水想定区域

0.5m未満 0.5m以上　1.0m未満

1.0m以上　3.0m未満 3.0m以上

高潮浸水継続時間

12時間未満の区域 12時間～1日未満の区域

地下道（アンダーパス） 地下街

地下道（アンダーパス） 地下街

水位観測所

水位観測所(高潮)

システムでレイヤーを非表示とした避難所・災害種別等は、印刷されませんので、十分にご注意ください。
状況によっては、このマップで示した以外の場所も浸水等が発生する可能性がありますので、十分にご注意ください。
日頃から地域や家族と話し合い、自分の避難先や避難経路を確認し、マップに書き込んでおきましょう。

中心地 |  福岡市東区箱崎ふ頭４丁目 付近 印刷日時：2025/11/12 17:39:23

10082
多角形

10082
テキストボックス
臨海工場



わ が 家 の 避 難 所

凡例

避難所・避難場所

避難所（高潮時使用可） 避難場所（高潮時使用可）

小学校通学区域 避難所までの経路
（マップに書き込みましょう）

高潮浸水想定区域

0.5m未満 0.5m以上　1.0m未満

1.0m以上　3.0m未満 3.0m以上

高潮浸水継続時間

12時間未満の区域 12時間～1日未満の区域

地下道（アンダーパス） 地下街

地下道（アンダーパス） 地下街

水位観測所

水位観測所(高潮)

システムでレイヤーを非表示とした避難所・災害種別等は、印刷されませんので、十分にご注意ください。
状況によっては、このマップで示した以外の場所も浸水等が発生する可能性がありますので、十分にご注意ください。
日頃から地域や家族と話し合い、自分の避難先や避難経路を確認し、マップに書き込んでおきましょう。

中心地 |  福岡市中央区那の津２丁目 付近 印刷日時：2025/11/14 16:49:54

10082
テキストボックス
中部汚泥再生処理センター

10082
多角形
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